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はじめに：本研究では、中高年男性の生活行動と慢性腎臓病（CKD）有病との関係に

ついて横断的に検討した。 

対象と方法：心疾患や脳血管疾患、人工透析の既往がなく、内服治療を行っていない

男性445名を対象に自記式質問票を用いて、1. 運動習慣、2. 身体活動、3. 歩く速さ、

4. 食べる速さ、5. 夕食の時間、6. 夜食、7. 朝食欠食の計7項目の生活行動について質

問を行った。不健康な生活行動の数により、対象者を0-1個、2個、3個、4個以上の4群

に分類した。 

結果：生活行動調査のうち、不健康な生活行動が4個以上ある群は1個以下の群に比べ

てCKD有病のオッズ比が有意に高かった［オッズ比（OR）：4.67、95%信頼区間（CI）：

1.51-14.40、p=0.007］。また、運動習慣のない者（OR：3.06、95% CI：1.13-8.32、p=0.028）、

就寝2時間以内に夕食をとることが多い者（OR：2.84、95% CI：1.40-5.75、p=0.004）、

夜食習慣を持つ者（OR：2.87、95% CI：1.27-6.45、p=0.011）ほど、CKD有病のオッ

ズ比が有意に高かった。 

まとめ：本研究の結果より、不健康な生活行動が多いこと、とくに運動習慣がないこ

と、夜遅く夕食をとること、夜食の習慣があることと、CKD有病との関連が示唆され

た。 
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